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現役並み所得者を除く70～74歳の
国民健康保険加入者の医療費負担割合

　

国
保
に
加
入
し
て
い
る
70
〜
74
歳
の
方
の
病

院
な
ど
で
の
窓
口
負
担
は
、
法
律
上
２
割
で
す

が
、
特
例
措
置
で
こ
れ
ま
で
１
割
負
担
で
し
た
。

　

平
成
26
年
度
か
ら
、
よ
り
公
平
な
仕
組
み
と

す
る
た
め
、
こ
の
特
例
措
置
が
見
直
さ
れ
ま
す
。

　

見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
生
活
に
大
き
な
影

響
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
配
慮
さ
れ
ま
し

た
。
４
月
２
日
以
降
に
70
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

る
方
か
ら
、
段
階
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
70
歳
以
上
で
特
例
措
置
に
よ
り
１
割
負

担
の
方
は
、
４
月
以
降
も
負
担
割
合
は
変
わ
り

ま
せ
ん
。

　

見
直
し
に
よ
る
窓
口
負
担
の
割
合
は
表
１
の

と
お
り
で
す
。

　

現
在
、
負
担
割
合
が
「
２
割
（
平
成
26
年
３

月
31
日
ま
で
は
１
割
）
」
と
記
載
さ
れ
た
高
齢

　

自
己
負
担
限
度
額
の
上
限
は
表
２
の
と
お
り

で
す
。
４
月
１
日
以
降
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
で
、
各
種
収
入
な
ど
か

  〈表１〉　４月１日以降の窓口負担の割合

〈表２〉　自己負担限度額の上限

高
齢
受
給
者
証
を
送
付
し
ま
す

自
己
負
担
限
度
額
の
上
限

窓
口
負
担
の
割
合

所得区分 外来（個人単位）
　　　　　　　Ａ

外来＋入院（世帯単位）
　　　　　　　　　　Ｂ

一般 12,000円 44,400円
現役並み所得者

44,400円

80,100円＋（総医療費－
 267,000円）×１％
（過去12カ月以内にＢの
自己負担限度額を超えた
支給が４回以上あった場
合、４回目以降は44,400円）

低所得者Ⅱ
8,000円

24,600円
低所得者Ⅰ 15,000円

ら
必
要
経
費
や
控
除
を
差
し
引
い
た
所
得
が
０

円
と
な
る
方
（
低
所
得
者
Ⅰ
）
と
、
国
保
加
入

者
が
全
員
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
（
低
所
得

者
Ⅱ
）
は
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
が
必
要
で
す
。
国
保
医
療
課
か
各
出
張
所

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

75
歳
に
な
る
月
は
、
国
保
と
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
限
度
額
が
そ
れ
ぞ
れ
２
分
の
１
に
な

り
ま
す
。

受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
に
は
、
３
月
中
旬
に

「
２
割
（
特
例
措
置
に
よ
り
１
割
）
」
と
記
載

さ
れ
た
高
齢
受
給
者
証
を
送
付
し
ま
す
。
４
月

２
日
以
降
70
歳
を
迎
え
る
方
に
は
、
誕
生
月
の

下
旬
（
誕
生
日
が
１
日
の
方
は
誕
生
月
の
前
月
）

に
送
付
し
ま
す
。

　

有
効
期
限
は
７
月
31
日
（
そ
の
前
に
75
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
る
方
は
誕
生
日
の
前
日
ま
で
）

で
す
。

　

８
月
１
日
以
降
の
負
担
割
合
は
、
平
成
25
年

中
の
住
民
税
課
税
所
得
や
収
入
な
ど
を
基
に
、

改
め
て
判
定
し
ま
す
。
８
月
以
降
の
受
給
者
証

は
、
７
月
下
旬
に
送
付
す
る
予
定
で
す
。

対象 割合 内容

平成26年４月１日ま
でに70歳の誕生日を
迎える方
（誕生日が昭和19年
４月１日までの方）

１割

平成26年４月以降も医療費の窓口
負担は１割のまま変わりません。
＊一定の所得がある方は、これま
でどおり３割負担です。

平成26年４月２日以
降に70歳の誕生日を
迎える方
（誕生日が昭和19年
４月２日以降の方）

２割

70歳の誕生月の翌月（誕生日が１
日の方はその月）の診療から、窓
口負担が２割になります。
＊一定の所得がある方は、これま
でどおり３割負担です。
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春は異動の季節です

  〈表３〉国保の届け出

＊長年勤めた会社などを退職し、厚生年金や共済年金な
どを受給している方は、退職者医療制度の手続きも必要
です。年金証書をお持ちください。

用
は
、
市
が
負
担
し
ま
す
。

　

用
紙
は
、
国
保
医
療
課
と
各
出
張
所
、
団
地

住
民
セ
ン
タ
ー
、
エ
ル
フ
ィ
ン
パ
ー
ク
に
あ
り

ま
す
。

　

通
院
時
に
行
っ
て
い
る
血
液
検
査
に
、
不
足

す
る
特
定
健
診
の
検
査
項
目
を
補
い
、
そ
の
結

果
を
か
か
り
つ
け
医
が
市
へ
情
報
提
供
す
る
も

の
で
す
。
不
足
を
補
う
た
め
に
行
っ
た
検
査
費

　

受
診
券
を
利
用
し
た
平
成
25
年
度
の
特
定
健

診
は
２
月
28
日
で
終
了
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
年
度
の
受
診
率
目
標
40
％
の
達

成
に
は
、あ
と
９
０
０
人
の
受
診
が
必
要
で
す
。

国保の特定健診

主
治
医
意
見
書
と
は

健
診
結
果
の
写
し
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い

内容 届け出に必要なもの

国
保
に
加
入
す
る
と
き

職場の健康保険をやめた ●資格喪失証明書
任意継続の健康保険の
有効期限が切れた

●健康保険証
●資格喪失証明書か資格喪
失通知書

職場の健康保険の扶養
家族から外れた

●資格喪失証明書など

他の市町村から転入した ●特定同一世帯所属者異動
連絡票（該当者だけ）
●旧被扶養者異動連絡票（該
当者だけ）

子どもが生まれた ●健康保険証　　
●印鑑
●世帯主の預金通帳など

生活保護を受けなくな
った

●生活保護廃止決定通知書

国
保
を
や
め
る
と
き

職場の健康保険に入った ●国保の健康保険証
●新しく加入した健康保険
の保険証か資格取得証明書

職場の健康保険の扶養
家族になった
他の市町村に転出する ●健康保険証
国保加入者が死亡した ●健康保険証　　

●印鑑
●喪主か施主の預金通帳など

生活保護を受けるよう
になった

●健康保険証
●生活保護開始決定通知書

そ
の
他

住所や世帯主、氏名が
変わった

●健康保険証

修学のため別に住所を
定める

●健康保険証
●在学証明書など

市外の施設に入・退所
した

●健康保険証
●在所証明書など

介護保険の適用除外施
設に入・退所した
健康保険証をなくした ●本人確認ができるもの

　

就
職
や
退
職
、
進
学
な
ど
に
伴
っ
て
、
届
け

出
が
必
要
で
す
。
表
３
に
該
当
す
る
場
合
は
、

14
日
以
内
に
届
け
出
ま
し
ょ
う
。
職
場
の
健
康

保
険
と
違
い
、
自
分
で
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。国
保
医
療
課
と
各
出
張
所
で
受
け
付
け
ま
す
。

届
け
出
が
遅
れ
る
と
…

●
国
保
の
資
格
が
発
生
し
た
月
に
さ
か
の
ぼ
っ

て
国
保
税
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す

●
医
療
費
を
全
額
自
己
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

主治医意見書

　

国
保
に
加
入
し
て
い
る
40
〜
74
歳
の
方
で
、

平
成
25
年
４
月
１
日
以
降
、
職
場
の
健
診
や
人

間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た
場
合
は
健
診
結
果
の
写

し
を
国
保
医
療
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
特

定
健
診
を
受
診
し
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

定
期
的
に
病
院
へ
通
院
し
て
い
る
方
は
、
主

治
医
意
見
書
を
利
用
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

提
出
期
限
は
３
月
31
日
で
す
。

■問合せ　〈医療費の負担割合について〉国保医療課国保給付担当（☎ 372-3311 内線 658）
　　　　　〈国保の特定健診について〉国保医療課特定健診担当（☎ 372-3311 内線 693）


